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１．はじめに 

 岐阜県郡上市に位置する内ケ谷ダムでは， 日平均気温

が 4℃を下回る事が予想される 12月後半～3 月にかけて，

コンクリート打設休止期間が設定されており，ダムコン

クリートの打込みを長期間休止しなければならない． 

マスコンクリートであるダムコンクリートの表面温度

と内部温度に大きな差が生じることで，内部拘束に起因

する温度ひび割れが発生する恐れがある．そのため，ダム

コンクリートの長期打止め面は， 寒中コンクリートとし

ての適切な措置を講じることで，凍結及び有害な温度ひ

び割れの発生を防止する必要がある． 

本稿では，内ケ谷ダムで取り組んだ越冬時のコンクリ

ート表面養生実績について報告する． 

  

２．方法検討と対策 

 マスコンクリートでは，コンクリート表面からの熱放散

を防ぐことで，セメントの水和熱を利用した遮熱養生を行

えば，凍結の恐れがない温度に保つ事ができることが知ら

れている．このため，寒中コンクリートの養生にあたって

は，断熱性の高いシートでダムコンクリートの表面を覆

い，セメントの水和熱を利用して保温養生するのが一般的

である．また，ダムコンクリートの耐凍害性は，適当量の

AE（エントレインドエア）を連行させた場合，一軸圧縮強度 

5N/mm2 に達すれば初期凍害に対して安全であることが確認されている． しかし，AE の量，エアの大きさ，

分布などの気泡組織の状態，及び凍結時の温度条件や水分条件などによって異なるので，必要な抵抗性を強度

だけで示すことは適切ではない． 

そのため，強度発現後も凍結融解作用を受けなくなる時期までコンクリート表面を養生する方針とした． 

本工事では，コンクリート温度を 5℃以上に保つために必要な養生仕様を決定するための温度応力解析を行

った結果，以下の対策を実施した． 

コンクリート打止め面への外気による急冷を防止する

ため，コンクリート面に t=100mm の珪砂を敷き均し，湛

水養生を行った．なお，湛水で使用する水は， 約 6℃の

水温である湧水を利用した． 

湧水の温度低下を防止するため，敷砂の上から t=20mm

の断熱マットとポリエチレン製防水ラミネートシートにより保温対策を実施した（図 1）． 

写真 2 内ケ谷ダム堤体養生状況 

写真 1 内ケ谷ダム堤体上流側全景 

ポリエチレン製防水ラミレートシート
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コンクリート面

湛水＋敷砂 t=100㎜

図 1 越冬コンクリート養生概要図 
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以上の対策を実施した上で，クラウドを利用したリアルタイム温度測定による養生温度管理を行った．  

 

３．結果 

 長期打止め面に対する越冬対策結果を以下に示す（図 2）． 

平均温度 6℃の湧水を常時給水し，温度低下を防止

し，ポリエチレン製防水ラミネートシート，断熱マッ

ト，敷砂による保温養生を実施した結果，湛水養生のみ

と比較し，＋2℃の保温養生効果があり，長期打止め面

のコンクリート養生温度は平均 8℃程度に保つことが

できた． 

また，日平均気温が 0℃以下になる日が多く，外気温

の温度変化が大きいため，養生初期段階では温度応力

解析結果の温度 11℃より，約 2℃程度低い値を示して

いる．しかし，最低養生温度である 5℃を上回っていた

ため，追加対策は行っていない． 

越冬面にひび割れ等の不具合が発生した場合，養生温

度の低下，及び養生期間不足が考えられるが，今回のコ

ンクリート打止め面においては不具合の発生を未然に

防止できた．また，圧縮強度試験結果からもコンクリー

トの強度発現に影響は見られなかった． 

テストハンマーによる強度推定調査では，湛水中とい

う測定条件が悪い中で測定を実施したが，十分な強度発

現を確認できた． 

 

４．まとめ 

 日平均気温が 0℃以下の厳しい環境下において，温度

応力解析と同等の養生を実施することにより，コンクリ

ートの強度発現を確認できており，現状において温度ひ

び割れ等の不具合は発生していない．また，リアルタイ

ムで温度測定を行うことにより，急激な温度低下等の不

具合が発生した場合にも断熱マットの追加設置，及びジ

ェットヒーターを使用した給熱対策等の迅速な対応が

とれる管理体制とした． 

今回の結果で湧水温度が養生温度に大きく影響する

こと，及び安価で容易に手に入る珪砂を使用し，コンク

リート面を被覆することで約 2℃の保湿養生効果が確認

できた．今後の課題として，費用面を含めた湧水の加温

方法の検討が必要であると考えられる． 
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図 3 打止め面コンクリート圧縮強度試験結果 

図 2 内ケ谷ダムコンクリート養生温度測定結果 

図 4 テストハンマーによる強度推定調査結果 
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